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言語を失う民族のアイデンティティ

グアテマラのシンカの人々の場合一—

敦賀公子

はじめに

今 (:I, 世界のいたるところで少数言語の話者数の減少が加辿化している。

言語学者らは，いくつかの大言語が何千もの少数言語を圧迫し消滅へ向かわ

せる状況は，地球規模の環境破壊と同様，人類にとっての危機だと警鐘して

いる。言語は話者のアイデンティティの核を成すものであるが，近年，民族

は生きていながらも固有の言語が失われる現象が多くみられる。先スペイン

時代より多言語社会である中米においても，先住民言語話者数の減少さらに

は言語そのものの消滅が深刻な状況となっている。

本稿は中米のグアテマラ共和国の先住民で，人日は有しながらも言語は消

滅の危機にあるあるシンカ (xinka)の人々を取り上げ，民族固有の言語の

消失とアイデンティティの問題について社会言語学的観点から考察するもの

である。

シンカの人々の存在がグアテマラ国内で知られるようになったのは，長き

にわたる内戦終結・和平合意締結 (1996年）に先立ち調印された―先住民

のアイデンティティと権利に関する合意」に「マヤ (maya), ガリフナ

(garifuna), シンカがグアテマラの先住民である」と明記されてからだと

言える。マヤとガリフナについては同合意以前から広く認知されていたが，

シンカについては人類学者の間でさえもほとんど知られておらず，言語学研
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究でも 20世紀前半に既に消滅した言語として位置づけられていたc しかし．

和平合意から数年を経て，彼ら自ら市民団体を結成し，土地所有問題をはじ

め，政治社会的活動を通して存在を示しはじめている 0 2002年の国勢調究

結果をみると．帰属民族を「シンカ」と答えた人は, 16,000人を超え．第一▲

言語（発話習得言語）をシンカ語であると答えた人が 1,283人であったc

これらの数字からシンカの現実を読み取ることができるのではないだろう

か。「先住民族合意」によって，長期にわたる抑圧の歴史の過程て話者人口

は減少したものの， シンカに帰属すると自認している人々が登場し，自らの

民族的アイデンティティの再典を始めたことを物語っているのではないだろ

うか。本稿では，この国勢調査結果にいたる経緯と要因を解明するために，

内戦時代から和平合意までの経緯と先住民社会への影響を述べ，次に国勢調

在結果からの言語関連項目の分析を試みる。さらに， シンカの人々かかかえ

る諸問題とその要因および和平合意を契機にその解決に挑むシンカ団体の具

体的な活動を提示し考察する。

1. 内戦時代以降「先住民族のアイデンティティと権利に関する

合意」までのグアテマラ先住民社会の状況 (1963年ー1996年）

グアテマラの内戦は米・ソ・キューバ間の冷戦の影愕を受け， 1963年か

ら軍部対マルクス七義ゲリラ問の権力闘争として始まった。当初は先住民層

の消接参加や彼らが攻撃の的になることはなく，大農園 I:・政府軍・伝統政

党の連合対左翼ゲリラが主たる対立軸であり，東部かじたる戦場てあった1)0

この束部地域は古来シンカの人々の届住地域でもある。

その後 1970年代に入ると，近隣のニカラグアやエルサルバドルでも内戦

が始まり. 1990年代半ばまで中米紛争の時代となるe この時代以降グアテ

マラでは，内戦の舞台は西部マヤ高地へ移った。 1978年から 1983年にかけ

て左買ゲリラの統制を離れたマヤの人々主導の開放運動が始まり，軍事政権
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ベテン

桜井（小林） 2006 p 22をもとに玉者作成

地図 l グアテマラの行政区分

が彼らの梨団殺害を実行した”。その後事態はさらに悪化し，軍事政権の統

制と指揮によるマヤ民族同上の1柱殺も起こるようになった。特に残虐たった

のは 1982年に政権を握ったリオス・モント将軍によるゲリラ掃討作戦で，

これにより 440もの村か消滅し， 7万人以上か殺害され， 100万人を超える

国内避難民， 30万人に逹する国外避難民か生まれた 10 

1980年代に人ると，国連諸機関やラ米域内の国々およびスペインをはじ

めとする第三国か仲介に入り和平交渉への桟索か本格的に始まり．軍の標的

となっていたマヤの人々の人権侵害を訴えが海外へ向けて発信された。そう

した中 1985年に制定された憲法には「個人と共同体は各自の己語と慣肉を

保持する権利がある (58条） とうたわれ， I-先住民語がグアテマラ国家の

文化遺産の一部てある (113条）．ことか強調された I0 

こ点関係ては，二言点・通文化教育0t両推進のため，マヤ諸語表記を規範

化する機関として. 1986年にマヤ己詞iアカデミーが結成され．マャ文化の

再活性化運動、いわゆる汎マヤ巡動を L導した。 1990年にはマヤ教育文化
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センターなどの組織が結集し，グアテマラ・マヤ組織協議会が設立された鸞

さらにコロンプスの新大陸到達から 500年を数えた 1992年，マヤ女性の

リゴベルタ・メンチュウのノーベル平和賞受賞は，グアテマラの和平合意ヘ

の進展を世界に確約するものであった。その後和平交渉へ直接参加できない

汎マヤ運動組織をはじめとする先住民組織は先住民のアイデンティティと

権利に関する独自案を提起すべく，先住民族の諸権利を定めた国際労働機関

(ILO) 169号条約6)に沿った合意案が作成され， 1995年に政府と反政府ゲ

リラ (URUNG)の間で調印された「先住民族のアイデンティティと権利に

関する合意」（以下「先住民族合意」）が調印された。同合意に「マヤ，ガリ

フナ， シンカがグアテマラの先住民族である」と明記された。

内戦時代を通じて，マヤの人々が政治的に声を上げ，軍の標的となり，大

きな国際世論を呼んだ一方で，ガリフナとシンカは影を潜めてきたが， この

合意に民族名があげられたことで，その存在が世に知られることとなった。

この ILO169条約が契機となり，世界各国で植民地主義と同化政策は否定

されるようになった。中米各国においては，内戦からの復興と民主主義国家

再建の重要な指針となった。

2. グアテマラの先住民と言語—一国勢調査結果より

グアテマラ国立統計局による国勢調査は，今まで 1981年， 1994年， 2002

年の 3回実施されており，次回は本年 (2018年） 7月から 8月にかけて行わ

れ，結果は 2019年に発表される予定である。

和平合意締結前の 1981年及び 1994年の調査における民族・言語について

は， "indigena"(先住民）と "noindigena" (非先住民）の 2分類のみであっ

たが， 2002年の調査では， グアテマラ史上初めて，マヤ系 21民族グルー

プ汽ガリフナ， シンカ，ラディーノ凡その他，という詳細な分類で行わ

れた。これは 1995年の「先住民族合意」に記された「多民族・多文化・多
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言語社会としての国家建設＿という基本理念を受けたもので，各回答者の

「自己定義＿を尊重してアンケートが行われた。

次に 2002年国勢調査結果（表 1, 2) をもとに，先住民言語の状況につい

て述べることにしたい。

表 l 帰属民族グループ9)
（単位：人）

全 国 都市部 地 方

1総人口 11,237,198 i 5,184,835 6,052,361 

， マヤ系 4,411,964 ＇ 1,396,490 3,015,474 

シンカ 16,214 3,180 13,034 

ガリフナ 5,840 4,381 658 

ラディーノ 6,750,170 3,759,737 2,390,438 

その他 53,608 21,047 32,761 

出典： 2002年グアテマラ国勢調査（グアテマラ国立統計院： pp. 33-34) 

注） 所属民族グループ名の「マヤ系」は調査ではマヤ諸語21言語と同じ名称に分類されてい

たが，ここては総称して―マヤ系＿と記す。

表 2 第一言語（発話習得言語）10; とそれ以外に使用する言語II'

（単位：人 *3歳以上を対象とする）

3歳以上 第一言語

人口 マヤ諸語 シンカ語 ガリフナ語 スペイン語 その他

総数 10,283,387 3,174,383 1,283 3,564 7,080,909 23,248 

バイリンガル 2,181,021 1,790,524 495 2,686 374,308 13,008 

《第一言語以外）
！ ， 

マヤ諸語 259,331 55,660 176 87 202,190 1 618 

' シンカ語 2,121 675 8 1,429 • 8 

ガリフナ語 2,302 983 ， 1,295 15 

スペイン語 1,744,555 1,729,587 279 2,457 12,342 

その他 172,602 3,618 31 134 168,794 25 

モノリンガル 8,102,366 1,383,859 788 878 6,706,601 10,240 

出典： 2002年グアテマラ国勢調査（グアテマラ国立統計院： p. 35) 

注） ―マヤ諸語ーは調査ではマヤ系 21言語が列記されたが，ここでは総称し「マヤ諸語」と

記す。
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I) マヤ系民族―ー話者人口を堅持

マヤ系民族は，グアテマラの総人口の約40パーセント，先住民人口の 99

パーセント以上を占めている（表 1)。同国東部と大西洋岸地域を除いてほ

ぽ全土に分布し，グアテマラ国内では 21のマヤ系言語が確認されている他，

メキシコのユカタン半島からチアパス州にかけての地域とホンジュラスにも

居住している。マヤ諸語の中でもイツァ語は消滅の危機に瀕しているが，そ

の他の言語は数千から数十万の言語人口を有し将来的にも話者人口の維持が

見込まれるとされるが，都市部におけるマヤ人のスペイン語使用は増加して

しヽる 12)。

マヤの人々は独自の言語に加え， 1970年代以降の考古学調査により古代

マヤ文明が解明されると， 自分たちの祖先の偉業に誇りをもつようになった。

それゆえ，文化を保護する運動が比較的容易に進められ，先述の厳しい内戦

時代も色鮮やかな民族服と言語は維持されてきた。近年は多くはないものの

桜井（八杉） 2006年 p.180 

地図2 言語分布図
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国会議員や地方議員など，政治的要眠などにも進出し，内戦後の先住民社会

の復典を主祁する役割を果たしている。

2) ガリフナ―ーユネスコの無形遺産に登録

表 lのとおり，ガリフナは先住民人口のわずか 0.36パーセントを占める。

表 2のとおり，ガリフナ語話者の約 75パーセントがスペイン語とのバイリ

ンガルだと言えるが，モノリンガルも 878人存在している。

ガリフナはカリプ海の先住民とアフリカの黒人の混血で 18世紀末に中央

アメリカの大西洋岸に移り住んだ民族である。メソアメリカ文化圏とは明ら

かに異なる文化を有し，黒人的形質特徴をもつ一方，言語や伝統的生業の形

態などはカリプ海の先住民との関係が大きい 13)。2001年，ユネスコの無形

迫産に彼らの言語，舞踏および音楽が登録されたこともあり，少数民族では

あるが，その存在はグアテマラ社会でも認知されている。

ホンジュラスに多くのガリフナが居住する他， 100年程前から米国資本の

多国籍企業によるバナナ・プランテーションでの労働を通じて，米国への移

住が起こり，現在同国全土に約 10万人，そのほぽ半数がニューヨークに居

住しているという匹

3) シンカーー消滅の危機言語の民族

シンカは，表 lの帰属民族とおり，先住民人口の 0.13%と．極端に少ない

人口を示している 15)。現在グアテマラ東部のサンタ・ロサ県．フチアパ県，

ハラパ県に居住している。同地域は豊な農牧地帯が広がるが，その多くは大

農園主の所有のため．後述のとおりシンカの人々は土地なし農民としての厳

しい生活を強いられている。

シンカ語はメソアメリカ圏の言語とは類縁関係はなく．南米のチプチャ語

と遠い類縁関係が認められる独立した言語だと考えられている 16)。1960年

代に生きたシンカ語の唯一の言語学研究を行ったシューマン博士の研究によ



104 明治大学教養論集通巻535号 (2018• 9) 

ると，当時言語運用出来る話者は，サンタ・ロサ県では約 300名を数えるの

みであろうと推定している。また，若者は既にほとんどシンカ語を話さず，

高齢化が進行していたとのことである F。1990年代の言語学研究では， シ

ンカ語は，既に消滅した再語と認識されていた兄

しかしながら， 2002年の国勢調査結果（表 1)によれば， シンカを帰属民

族と答えた人は全国で 16,214人，第一言語がシンカ語であると答えた人が

1,283人となっている。さらにその内 788名がモノリンガルであった。既に

消滅したと考えられていたシンカ語の話者が想像を超える数字で存在したこ

と，そして言語運用能力はないものの， シンカに帰属意識を持っている人が

その 10倍を超える数であったことは，人類学者や言語学者の間で大きな驚

きであった叫

グアテマラ史上初の民族名を明記しての国勢調杏であったこともあり，調

査方法に少なからず不備はあった可能性も否めない。また，バイリンガルか

モノリンガルかを判断する言語学的基準は設けられておらず，回答者の自己

定義で答えられた。しかしながら，これらの数字からシンカの現実を読み取

ることができるのではないだろうか。

3. シンカの歴史概要―現代の土地所有問題を中心に

1) 先住民の土地所有問題

先述の ILO169条約にも記された通り，多くの先住民族にとって土地問

題が一番の懸案事項である。地下資源がほとんどないグアテマラにおいては，

植民地時代以来，土地と労働力（先住民）か富の基盤であると同時にあらゆ

る問題の根源的要因でもある。和平合意後，各地で次々に明るみにされる土

地問題を武力ではなく話し合いで解決するために「大統領府土地に関する法

的支援と紛争解決局」 (CONTIERRA)20'が設立された。シンカの集落でも

1999年になって土地をめぐって武力抗争が再燃したが， CONTIERRAの仲



己語を失う民族のアイデンティティ 105 

裁を得て非暴｝）で共有地を奪回しようと，現在訴訟中の上地紛争も少なから

ずある。

先住民らが占来の土地）所有権を証明するには，土地証書に相当する文字記

録か必要てあるが，シンカのみならず多くの少数民族グループの場合，文字

記録か極端に少なく，また，存在していても現代の法的根拠に甚ついていな

いとされる事例が少なくないc 椋民地時代の史料のほとんとは統治者である

スペイン人によって記録されたものであるが， シンカが古来屈住するグアテ

マラ東部は，植民地時代の史料に先住民の個別民族グループ名か現れること

がほとんとなく，総じて "indio"(先住民）と記されている。わずかな足跡

としては. 1768年から 1770年にかけて同地域の教会を巡察したコルテス・

ィ・ララスか，現在のサンタ・ロサ県のグアサカパンとタシスコの 2村の；じ

録の中で rxinca」という名称をあげている：しつ

和平合意後マヤ記録調壺センター (CEDI1v1)21:および人類学や社会学な

どの研究者達が先住民の記岱の口承記録を収梨して歴史の復元に努めている。

2) 口承記録からの現代史―—土地問題との闘い

サンタ・ロサ県，フチアパ県においてシンカの人々の上地問題に関わる証

言を熟めた社会人類学者レトニア・スレタらの報告 (2003年）から．現代

史を紐解き. 2002年国勢調牡に現れた彼らのアイデンティティ再構築への

動きの要因を考察したいc

シンカの居住する東部においても他の先住民居住地域と同様，彼らに対す

る抑圧は長年存在したC 特にホルヘ・ウビコ将軍の独裁政権期 (1931-194•1

年）は厳しい弾圧があったという，その時代．役人達はシンカらの上地台帖

（登記簿）を信用せず，祖先の代から共同体で管理運営してきた共布地は不

当に没収•、ノし却され．彼らは安い労働力として搾取されることになった。ま

た．それに従わなければ強制連行されるか屯に人隊させられるという仕打ち

を受けたという叫中でも最も悲惨な事例は. 1970年代に人り．殷牧省の
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農業試験場に彼らの共有地が渡ってしまった事例である24)0 

一方，先住民文化の否定はルフィノ・バリオス大統領時代 (1873-1885年）

に既に始まっていたが，ウビコ独裁時代になると厳しさが増し，民族服の着

用や先住民語の使用，そして伝統儀式などか全面的に禁止された15)。ウビコ

政権が倒れた後の 10年間は，「つかの間の春」と形容される通り，ようやく

民主政治となった。ホセ・アレバロ政権時代 (1945-51) にはシンカの地域

も状況は多少改善された。それに続くアルベンス政権 (1951-54)では農地

改革法が実施されたものの，その後間もなく内戦時代に向かったため，彼ら

のような小作農民にはとっては，さほど恩恵がないまま再び厳しい抑圧の時

代に人っていったという。

先述のとおり 1960年代からシンカが居住する東部地域が，軍部対左翼ゲ

リラの初期紛争地域となった。その後 1970年代に入ると，紛争の中心は西

部マヤ高地に移るが，東部はエルサルバドルとの国境へ続く地の利であるた

め，軍や警察の監視が厳しかった。

筆者が 2007年， 2008年にサンタ・ロサ県の―グアテマラ・シンカ議会＿

（後述）という団体を訪問した際にも， ウヒコ政権期に土地は奪われ， さら

に民族服，言語などの使用が禁止されたという話を聞いた。その状況はアレ

バロ・アルベンス期においても実質的な改菩にはいたらず政治的混乱と内戦

に巻き込まれていったという。しかし，ウビコ時代以前は女性は手織の民族

服を身に粋け， シンカ語話者も多く存在したとのことであった。実際グアテ

マラ東部のシンカの集落を訪問すると，色鮮やかな民族服や独自の言語をも

つマヤ地域とは対照的で，一見，先住民ではないラディーノの社会のように

見うけられる。人類学者の C.ダリィは， このような顕著な文化的象徴を持

たないことがシンカの人々のジレンマでもあると述べている 26)。

話者人口が既に大きく減少したシンカであるが， 1995年の 3先住民族合

意］において独自の言語や文化という文化的象徴を失って「外見的ラディー

ノ化 Iしたのは，彼らの意思ではなく共有地の没収や軍への強制入隊など，
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権力者の暴力によるものであると認められ，マヤと同様に，本来の形で存続

出来る空間と社会的理解が必要だということが確語されたからである四。そ

れゆえ，表 2「第一言語（発話習得言語）」では， シンカ語が 1,283名である

のに対し，表 lの所属民族グループのシンカ人口がその 10倍以上の 16,214

人を数えていることが納得出来る。レトニア・スレタによれば「ラディーノ

か先住民か」という 2項で所属民族グループを自己定義するならば，この地

域におけるシンカ人口は 70,000人を数えるだろうと推計している叫

文字記録による歴史を持たないシンカの人々も，ようやく口承記録によっ

て先住民として様々な権利を要求する活動を始めている29。2000年に入り，

東部地域には 10を超えるシンカの市民団体が出来たという。固有の言語は

消滅の危機にあると思われるか，軍事政権時代に没収された共有地を取り返

す活動は，かつての共有地運営から引き継がれる社会組織力という一つの伝

統文化なのかもしれない。

4. シンカの闘い一—大規模鉱山開発との闘い

最後に和平合意後に発足したシンカの団体の一つである rグアテマラ・シ

ンカ議会」と近年の活動について述べることにしたい。

I) グアテマラ・シンカ議会

(Parlamento del Pueblo Xinca de Guatemala, PAXIGVA)'°1 

シンカ議会は 2001年に設立された。本部はサンタ・ロサ県の県庁所在地

クイラパ市にあり，フチアパ県，ハラパ県，チキムラ県を活動地としている。

設立の目的は，差別や不公平に対して対話と法的手段によって権利を確保し，

政治・経済・社会・文化的発展をめざすことであり，それによって，和平合

意に墓づいた平和的民主主義国家の形成に貢献すること， としている。参加

資格は自らシンカにアイデンティティを感じるものであれば，本人もしくは
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家族のシンカ語の連用能力は全く問わず，誰でも入会することが出来るとの

ことである。

彼らの最大の懸案は土地獲得である。メンバーはいずれも土地なし農民で，

普段は大農園で小作人として働いている。ここ数年，共同で賃料を支払って

大地tから七地を借用の上，農業を営んでいるが，借地ではなく，彼ら自身

の土地を持つことが最大の目標だという。上地奪回を求めてマヤの人々と首

都に向かってデモ行進を行った（プレンサ・リプレ紙2012年4月10日）他，

文化的アイデンティティを再構築すべく， シンカの祭りを開催したり，口承

文学やシンカ語語彙集などをまとめている。近年は Faccbookを通じてよ

り多様な活動を配信している。

2) 鉱山開発と戦うシンカの人々

和平合意が進むと， グアテマラ，エルサルバドル，ホンジュラスの 3国は

2000年にメキシコと自由貿易協定を締結し 2001年 1月に発効した。その後，

2004年には中米・ドミニカ共和国＝米国自巾貿易協定 (DR=CAFTA)が

合意に達し， グアテマラは 2005年 3月に批准され，議会の批准か得られな

かったコスタリカを除いて， 2006年に発効された。いよいよ中米もグロー

バル経済に大きく組み込まれることになった。

資源ナショナリズムが全世界的に高まっているが，中米においては DR=

CAFTA発効を経て，関税撤廃と同時に海外からの投資の自由化が加速され，

特に北米からの投資が増大している。グアテマラではカナダのタホ・リソー

シズ（米国ネバダ州本社）が 2011年にグアマラ東部サンタ・ロサ県のサン・

ラファエル・エスコバル銀鉱山の開発権を買収し， 2013年から 25年間の採

掘許可を取得した。同鉱山は世界の銀鉱山としては，現在第三位の埋蔵量を

誇るとみられている。

本プロジェクトに関して， 2012年に同地域で住民アンケートをとったと

ころ，ほぼ全住民が反対していた。グアテマラ・シンカ議会は上壌汚染をは
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じめとする環境破壊による彼らの居住地域への被害は甚大だとして，憲法裁

判所へ同鉱山開発の中止を訴えた。それに対し，本年 2018年 3月に同裁判

所はシンカ民族についての人類学的調査を国立サン・カルロス大学，デル・

バジェ大学，考古学 ・人類学研究所，文化・スポーツ省に依頼した。これは，

シンカの人々が同鉱山のある地域において， ILO169条約に該当する権利を

有する民族であるかどうかを検証するためである。

その後，同年4月に 3つの関係機関よりシンカはその土地の先住民である

との調査結果が出された。一方，裁判のため一時的に操業を停止しているこ

とから，タホ・リソーシスは 5月に 250名の従業員を解雇し，それらの従業

員らもまた会社を訴えている匹今後しばらく裁判の状況から目が離せない。

隣国エルサルバドルでも，同国北部の米国資本による鉱山開発のボイコット

があった。グアテマラのケースと同じく，鉱山開発による地下水源の汚染と

農地の荒廃が進んだため会社側を訴えた。中道左派のフネス政権は，住民ら

の健康と環境保全を優先とし鉱山開発の差し止めを決定し， 2018年 4月に

鉱山開発禁止法を打ち出した。これは世界で初めて金属鉱物の探査や採掘，

抽出，加工などを全面禁止する法律である泣）。この環境保護に向けた画期的

出所： No a la Mina (ラテンアメリカ鉱山反対協会）

グアテマラ・憲法裁判所前に集まるシンカの人
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な動きは，国境を挟むシンカの人々へも大きく影響を与えたのかもしれない。

おわりに

農業を生業とする先住民にとっての最大の関心事は，自分達の土地を所有

することであり，シンカの人々にとっても長年の悲願である。資源のほとん

どない中米の小国グアテマラにおいては，古来より，土地問題は政治・社会

の複雑かつ根源的問題であるが，グローバル経済の波がシンカの人々の住む

地域に世界有数の銀鉱山開発とそれによる環境破壊をもたらしている。内戦

中は影を潜めていたシンカの人々も，和平合意を経て，ようやくその悲願を

達成すべく，土地奪回に向けて動き出した矢先である。

言語は消滅の危機に瀕し，民族服も身に着けなくなり「外見的ラディーノ

化」したシンカの人々であるが，それは彼らの意思ではなく権力者の暴力に

よるものであった。現在それは，彼らにとっての大きなジレンマであるが，

かつて祖先が共有地を管理運営していたように，社会組織力を発揮して土地

問題や鉱山開発問題に挑み，その過程で新たなアイデンティティが形成され

つつあるようにも思われる。

グアテマラでは 2002年の国勢調査以来の調杏が 2018年 7月から 8月にか

けて行われる。調査主体の国立統計局のホームページを見ると，先住民への差

別対策大統領府委員会 (Comisi6nPresidencial contra la Discriminaci6n 

y el Racismo contra los Pueblos Indigenas en Guatemala, CODISRA) 

のメッセージが目に入ってくる。グアテマラの先住民は．マヤ，ガリフナ．

シンカであると明示するとともに，調査においては自己決定が尊重されるこ

とを強調している。上述の鉱山開発の裁判のためか，マヤやガリフナよりも

シンカについてのページが多くさかれている。次の国勢調査でシンカに関す

る数字がどのように出るか．注視していきたいと考える。



I; 狐鯰 2006.pp. 135-136 

2〉 Ibid.p;::,. 135-135. 

3〉 小林 2006,;::,;::,. 170-171. 

4) 桜井 2011,p. 19. 

5) 小林 op,cit, pp. 172-173 

言語を失う民族のアイデンティティ Ill 

I注；

6) 正式名「独立国における原住民および種族民に関する条約」c 1989 {日：採択 1991

年発効。グアテマラは 1996年に批准した。先住民の独自の文化，伝統．経済を

葬重するもので，先住民としての自己認識が適用集団を決定する基本的店準とさ

れる。政府は関係住民の参加を得て，これら住民の権利を保護し，当該仕民の元

の状態の祁重を保証するための買任をもつ。開発過程と関係住民の権利．就職と

扉用条件，戦業訓練農業，工業社会保院，衛生，教育，土地なとの重要な規

定が含まれる。本条の採択と前後して各国で植民地主義と同化政策は否定される

ようになり．先住民のアイデンティティの尊重，文化と言語の復興の取り組みが

広く行われるようになった。

7) 2018年の調査では，マヤ系 22言語グループて分類される。（国立統計院ホー

ムページ）

8) 語源はラテン人 Oatino)に由来し．元来白人征服者を意味したが．現在グア

テマラでは一般的に非先住民を意味して使用される。民族的出自が先住民であっ

ても，支配側と見なされればラディーノと呼ばれる。同国て一般的に用いられる

「先住民 indigena」とラディーノは，エスニ・ノクな対立項という感党で使用さ

れ，実際の定義づけの曖昧な様相との対照性による規定が反映されている（小泉

1994, pp. 63-66)。
9) 原文では "pertenenciaetnica" 

10) 廃文ては "idiomaen q:.ie aprendi6 a hablar". 

JI) 原文では "otroidioma que habla" 

12) ロメロ 2018,pp. 306-308 

13) 富田 2017. p. 21. 

14) 富田 2014,p 238. 

15) 国立紐計院による 2011年の推古値として， シンカとガリフナを合社すると，

総人口の 24パーセントを占めるというデータもある。〈外務省グアテマラ共和伍

基礎データ： r.tt;::,s:/ 1 www.mofa.go.jp/::-:ofaj;'area1 g:.iatema:a, data.r.tr.il:.sec 

tion I, 2018年 6月 14日検索）

16) 近隣言語の中ではエル・サルバトル東部に現在も話者が存在するレンカ

(lenca)語と最も類似が見られるという (Campbell,1997, p. 166)。また，布者

が 1960年代に生きたシンカ語調森を行ったシューマン博士に直接聞いたところ
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によれば，チプチャ語との類縁関係以外にも，近隣言語のマヤ・チョルティ

(chorti)語や征服以前から植民地期にかけてこの地域でリンガ・フランカとし

て機能していたナワ系言語からの若Tの貸借語が見られたという。生きたシンカ
語の研究はほとんどなく， グアテマラ人言語学者で現在メキシコ自治大学人類学

研究所のシューマン博士によって 1967年に発表されたサンタ・ロサ県グアサカ

パン村における言語学・民俗学調査に甚づく論文がほぽ唯ーである。

17) Shumann, 1967, pp. 8-9 

18) Campbell, 1997, p. 166. その他「EndangeredLanguages Project消滅の危

機言語プロジェクト」によると，話者数は 0, 準話者数は 2名とされる。

19) この数字の疑問をかかえ，箪者が 2006年8月と 2007年8月にサンタ・ロサ県

グアサカパンのシンカ団体を訪問したところ， シンカ語の言語運用能力のある話

者は，グアサカパンの他にも同県サン・ファン・テクアコ村に若干名存在し，

いずれも 80オを超える高齢者であるとのことであった。

20) 原文は "DependenciaPresidencial de Asistencia Legal y Resoluci6n de 

Conflictos sobre la Tierra" (L. Zuleta, C.Nassar y F. Gamarra, 2003, p. 90.) 

21) 敦賀 2008,p. 125. 

22) 原文は℃entro de Domumentaci6n e lnformaci6n Maya" 

23) グアテマラでは 1877年に永代借地制度廃止によって植民地時代からの先住民

の共有地が取り上げられ大地主の手に渡るようになった。それ以降，土地を失っ

た多くの先住民は大農園の農業労働者となり搾取されることとなった。

24) Letonia, Zuleta, C. i'.assar y F. Gamarro, op. cit., pp. 99-100. 

25) Ibid. pp. 126-128. 

26) Dary 2010, pp. 192-193. 

27) Letonia, Zuleta, C. Nassar y F. Gamarra, op. cit. p. 85 

28) Ibid, p. 83. 

29) 2012年4月に士地奪回を求めてマヤの人々とデモ行進を行い (PrensaLibre 

紙2012年4月 10日），同年8月にも教育省に対し， シンカの伝統的文化教育を

認めるよう支援を求める (PrensaLibre紙 2012年 8月 29日）など， シンカの

活動は同国の主要紙で報道されている。

30) ここでは，筆者が 2006年 8月と 2007年8月にサンタ・ロサ県グアサカパン町

で「グアテマラ・シンカ議会」のメンバーを訪問した際に得た情報から概要をま

とめる。

31) h ttps:/ /noalamina.org/latinoamerica/ guatemala/i tem/39619-constitucw 

nal-de-guatemala-evaluara-existencia-de-etnia-xinca-opuesta-a-mina (2018年

5月7日検索）

32) http://www.afpbb.com/articles/-/3126671 (2018年 5月 10B検索）
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